
令
和
五
年
度
定
時
総
会
開
催

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
五
年
度
定
時
総
会

が
、
去
る
五
月
二
六
日
に
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
石
垣
島
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
コ
ロ
ナ
過
の
た
め
参
加
人
数
を
抑
え
、
出
席
者
五

四
名
、
委
任
状
一
六
二

名
で
、
マ
ス
ク
着
用
、

ホ
テ
ル
入
口
で
の
検
温
、

手
指
消
毒
の
感
染
対
策

を
実
施
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
松
理
事
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
中
山
石
垣

市
長
（
代
読
）
、
我
喜

屋
石
垣
市
議
会
議
長

（
代
読)

か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
仲
本
賢
治
さ

ん
を
議
長
に
選
出
し
た

後
、
新
城
事
務
局
長
の

事
業
報
告
等
が
あ
り
ま

し
た
。

本
日
、
「
公
益
社
団
法
人

石
垣
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
五
年

度
定
時
総
会
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
、
石
垣
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

格
別
の
ご
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
約
三
年
以
上
に
わ
た
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行

は
、
観
光
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
高
い
と
さ
れ
る

本
市
の
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
物
価
の

高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
、

地
域
経
済
の
回
復
へ
の
影
響
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
労
働

力
の
減
少
は
、
人
手
不
足
の
一
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
へ
の
期
待

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

石
垣
市
は
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
交
流
都
市

い
し
が
き
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
雇
用

対
策
・
就
業
支
援
に
つ
い
て
、
沖
縄
労

働
局
と
雇
用
対
策
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

◎
中
山
石
垣
市
長

祝
辞

と
な
り
の

じ
ぃ
じ
と

ば
ぁ
ば

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
た
っ
て

言
っ
て
た
よ
～
。

お
父
ー
も

お
母
ー
も

入
会
説
明
会
に

参
加
し
て
み
た

ら
～

二
〇
二
三
年
九
月
一
五
日
発
行

第
三
〇
号



本
日
こ
こ
に
、
令
和
五
年
度
公
益
社
団
法

人
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
ご
案
内
を
頂
き
ま
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
公
務
の
都
合
上
、
出
席
で
き
ま
せ

ん
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
日
、
私
た
ち
が
豊
か
で
文
化
的

な
生
活
を
営
め
る
の
は
皆
様
方
が
激
動
の
昭

和
、
平
成
を
懸
命
に
働
き
家
族
、
地
域
、
社

会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
お
陰
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
高
齢
者
の
就
業
促

進
と
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
大
松
安
元
理
事
長
を
は

じ
め
と
す
る
職
員
、
役
員
の
皆
様
方
に
も
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
四
年
の
設
立
以
来
三
〇
年
に
渡
り
、

今
日
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

会
員
数
の
増
加
や
事
業
実
績
を
着
実
に
積
み

上
げ
、
発
展
を
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
会
員
皆
様
の
豊
富
な
知
識
と
技
能
、

経
験
、
更
に
は
役
職
員
並
び
に
事
務
局
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

◎
我
喜
屋
石
垣
市
議
会
議
長

祝
辞

高
年
齢
者
の
就
業
支
援
に
お
い

て
は
、
高
齢
求
職
者
の
掘

り
起
こ

し
を
は
じ
め
、
新
た
な
生
き
が
い

と
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
な
ど
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
多
大

な
貢
献
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
新
規
入
会
者
は
三
五
名
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

大
松
理
事
長
を
は
じ
め
役
職
員
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
取
り

組
み
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
技
術
や
知
識
、
又
は
経

験
等
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
な
お
一
層
、
お
力
添

え
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
、
石
垣
市
と
し
ま
し
て
は
、
豊
か
な
地
域
資

源
を
活
用
し
、
様
々
な
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
、
明
る
く

元
気
な
地
域
経
済
を
取
り
戻
し
て
い
く
年
に
し
た
い
と
強
く

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
は
、
今
年
、
市
制
施
行
七

六
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
郷
土
石
垣
市
の

発
展
の
た
め
、
多
く
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
努
力
の
賜

物
と
感
謝
し
、
石
垣
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の

組
織
が
益
々
充
実
さ
れ
、
諸
事

業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
と
共

に
、
会
員
各
位
を
は
じ
め
本
日

ご
列
席
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
代
読
）
石
垣
市
商
工
振
興
課

東
嘉
弥
真

優
実

猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
再
開
と
共
に
、
街
に
活

気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
健
康
に
は
十
分
留
意
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
益
々
元
気
に
活
動
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
富
な
経
験
、
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、

地
域
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
会
員
の
皆

様
が
、
就
業
や
地
域
活
動
を
始
め
と
し
て
、

幅
広
く
社
会
活
動
に
参
加
し
、
ご
活
躍
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
石
垣
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
ご
発

展
と
会
員
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
代
読
）
司
会

具
志
堅

智



◎
令
和
四
年
度

事
業
報
告

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の

拡
大
を
図
り
、
健
康
や
新
た
な
生
き
が
い
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
人
口
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
、
高
齢
者
に
対
す

る
生
活
援
助
や
人
手
不
足
分
野
等
に
お
け
る
会
員
の
就
業
を
通
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
は
安
定
的
な
財
政
・
事
業
運
営
を
図
る
べ
く
、

セ
ン
タ
ー
運
営
の
指
針
と
し
て
令
和
二
年
度
に
策
定
し
た
「
第
四
次
中
期
事
業

計
画
（
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
六
年
度)
」
及
び
「
令
和
四
年
度
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
「
会
員
拡
大
」
・
「
就
業
拡
大
」
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
、

派
遣
事
業
の
開
拓
、
就
業
会
員
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
石
垣
市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
予
防
を

図
る
社
会
情
勢
の
中
で
少
な
か
ら
ず
就
業
を
休
止
す
る
な
ど
の
影
響
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
請
負
契
約
金
額
は
、
対
前
年
度
比
一
四
，
四
四
一
，
三
〇
七

円
の
九
、
三
％
増
と
大
幅
に
上
回
る
実

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
た
。

ま
た
労
働
者
派
遣
事
業
も
対
前
年
度
比

三
四
四
，
〇
七
一
円
の
８
％
増
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
安
全
就
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
毎
月
定
例
で
安
全
集
会
を
実

施
し
、
安
全
・
適
正
就
業
に
関
し
て
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
定
例
の
集
会
に
加

え
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
安
全

集
会
の
開
催
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に

努
め
ま
し
た
が
、
事
故
件
数
は
六
件
と

な
り
ま
し
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
傷
害
・
損
害
事
故
の
撲
滅
を
目
標
に
安
全
適
正
就
業
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
当
セ
ン
タ
ー
は
設
立
三
〇
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
令
和
五

年
一
月
に
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
石
垣
市
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
及
び
事
業
所
並
び
に
会
員
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の

賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
令
和
五
年
度

事
業
計
画

我
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
高
齢

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
企
業
等
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
は
地
域
の
高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
、
健
康
の
維
持
、
増

進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
り
組
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標)

と
深
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
様
々
な
就

業
分
野
が
広
が
る
半
面
、
人
手
不
足
分
野
が
生
じ
て
い
ま
す
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
財
政
・
事
業
運

営
の
健
全
化
に
向
け
、
最
重
要
課
題
と
し
て
「
会
員
の
拡
大
」
及
び
「
就
業

の
拡
大
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ—

と
し
て
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
見
据
え
、

「
第
四
次
中
期
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
。
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。



引
き
続
き
令
和
五
年
度
も
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
就
業
機
会
の
拡
大
と
安

全
・
適
正
就
業
の
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
高
齢
者

の
知
識
・
経
験
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
、
公
益
法
人
と
し
て
「
地
域
に
信
頼

さ
れ
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
目

指
し
て
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公益社団法人石垣市シルバー人材センター理事及び監事

会員の状況
令和5年３月３１日 現在



◎
令
和
五
年
度

安
全
大
会
開
催

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
（
七
月
一
日
～
三
一
日
）
に

お
け
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
石
垣
市
シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
五
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
七

月
一
一
日
、
午
前
九
時
よ
り
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

で
会
員
四
九
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は

大
松
安
元
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
の
上
地
美
智
枝
委
員
長
か
ら
、
前
年
度
は
刈
払
機
に

よ
る
除
草
作
業
中
の
飛
び
石
に
よ
る
車
両
の
破
損
事
故
五
件
、

熱
中
症
一
件
の
計
六
件
が
発
生
。
県
全
体
で
は
損
害
事
故
七

〇
件
、
傷
害
事
故
三
八
件
の
計
一
〇
八
件
が
発
生
。
う
ち
刈

払
機
が
関
係
す
る
事
故
が
四
五
件
と
最
多
だ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催
、
安

全
就
業
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
に
年
間
を
通
し
て

の
安
全
集
会
（
一
四
回
開
催
、
参
加
者
の
べ
三
〇

〇
人
）
を
実
施
し
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
大
嶺
電
動
サ
ー
ビ
ス
代
表

者
、
大
嶺
寛
さ
ん
に
よ
る
「
刈
払
機
、
剪
定
機
、

芝
刈
り
機
の
取
り
扱
い
及
び
保
管
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
機
械
講
習
が
行
わ
れ
、
刈
払
機
は
、

①
必
ず
混
合
油
を
使
用
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
を
使
う

と
エ
ン
ジ
ン
が
焼
き
付
く

②
小
石
に
当
た
れ
ば
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
飛
ぶ
こ

と
も
あ
る
の
で
、
作
業
前
に
作
業
箇
所
の
状
況

を
確
認
す
る

③
刈
歯
ガ
ー
ド
は
必
ず
装
着
し
、
装
着
位
置
は
移

動
し
な
い

④
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
歯
の
摩
耗
に
注
意
す
る
こ
と
。

摩
耗
す
る
と
振
動
が
起
き
や
す
く
な
る

⑤
ボ
ル
ト
ガ
ー
ド
は
必
ず
装
着
す
る
。

剪
定
機
は
、
太
い
枝
な
ど
は
切
ら
な
い
こ
と
、
使

用
後
は
潤
滑
油
を
塗
布
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
。

芝
刈
り
機
に
つ
い
て
は
、

①
作
業
前
に
作
業
箇
所
の
状
態
を
確
認
す
る

②
芝
の
高
さ
に
も
よ
る
が
、
二
段
刈
り
を
行
う
よ

う
に
す
る
。
低
位
置
で
作
業
を
行
う
と
エ
ン
ジ

ン
に
負
荷
が
掛
か
る

③
ガ
ソ
リ
ン
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と
。
オ
イ
ル
の

確
認
も
忘
れ
ず
に
す
る
こ
と
。

④
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の
定
期
的
な
清
掃
を
行
う
。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
の
使
用
上
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
「
機
材
に
は
刃
物
が
付
い
て
い

る
。
一
歩
間
違
え
ば
凶
器
に
な
る
。
小
石
で
も
五

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
周
囲
の
人

や
車
両
、
建
物
な
ど
に
重
大

な
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
使
う
人
や

一
緒
に
作
業
を
行
う
人
の
『
事
故
を
起
こ
さ

な
い
』
と
い
う
意
識
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
適
正
な
使
用
方
法
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
の
確
認
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
石
垣
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保

健
師
の
前
竹
愛
海
さ
ん
に
よ
る
「
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
熱
中
症
患
者
の
半
数
、
死
亡
者
の
八

割
が
六
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促

し
、
熱
中
症
の
症
状
、
脱
水
症
状
の
見
分
け

方
、
応
急
手
当
の
方
法
、
水
分
補
給
の
注
意

点
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
は
続
き
ま
す
。
体
調

管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
、
熱
中
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

■
「
令
和
５
年
度
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
に
つ

い
て

一
．
趣
旨

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

を
推
進
す
る
上
で
、
会
員
の
健
康
、
安

全
で
適
正
な
就
業
の
確
保
が
基
本
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
会
員

の
就
業
中
、
途
上
を
問
わ
ず
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
対
策
強
化
に
重
点
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
を
設
定

し
、
連
合
と
連
携
し
て
集
中
的
な
事
項
防

止
対
策
を
推
進
す
る
。

二
、
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

令
和
五

年
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
と
す
る
。



一
年
の
豊
作
に
感
謝
し
、
来
夏
世
の
地
域
繫

栄
や
世
果
報
を
祈
願
す
る
四
ヶ
字
の
ム
ラ
プ
ー

ル
が
四
年
ぶ
り
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
と
も

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
暑
さ
も
厳
し
く
、
熱

中
症
対
策
も
気
を
抜
け
な
い
毎
日
で
す
が
、
体

調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

☆☆☆ 事務局より ☆☆☆

３月発行のシルバーだよりでお知らせしたとおり、令和５年１０月１日から適格請求書等
保存方式（インボイス制度）が始まります。
会員の皆さまへは一定額の費用を負担していただく事へのご理解ご協力の程、お願い致し
ます。

シ
ル
バ
ー
の
日
普
及
啓
発
促
進
月
間

場
所

真
栄
里
公
園
〜
バ
イ
パ
ス
沿
い

日
時

令
和
五
年
一
〇
月
二
〇
日
（
金
）

詳
細
は
後
日
事
務
局
よ
り
通
知
し
ま
す
。


